
地⽅創⽣推進タイプ
（先駆型・横展開型・Society5.0型）
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事業概要【ゆずを核とした産業振興プロジェクト】

令和２年度第２回募集初回採択回⾼知県北川村申請者

169,379千円（33,000千円）期間中の総事業費
（カッコ内はR6年度事業費）R2-R6年度事業計画期間

農林⽔産分野事業分野地⽅創⽣推進タイプ・横展開型事業タイプ・類型

・村の基幹産業であるゆず農家の後継者・新たな担い⼿を確保する
・ゆず農家として、村に住み、働いて収⼊を得て⽣活するという環境を構築するため、ゆずの⽣産⼒強化を図る
・情報発信やブランディングにより、国内外に向けてゆずの販売促進を図る
・企業等との連携により、ゆずを使った新たな商品開発やゆずを活⽤した観光振興を⾏い関係⼈⼝を創出する

⽬的（効果）

〇新たな担い⼿や後継者の事業継続のため、新規就農
者に対し経営⽀援を⾏う （補助⾦）3,750千円
〇担い⼿への園地集積を進め、安定的な⽣産体制を構
築するとともに、効率的な栽培を⾏うための機械投資に係
る経費の補助を⾏う（補助⾦等）4,940千円
〇⽣産者やＪＡ、⺠間企業等と連携し、国内外への販路
開拓を積極的に⾏う（補助⾦等）4,765千円
〇地元⼤学の協⼒のもと、デジタル技術を活⽤し、ゆず栽
培技術の確⽴を図る（委託料）10,000千円
〇 ⺠間企業と北川中学校⽣徒のゆず商品共同開発や
新たな事業の横展開の実施（活動費）1,761千円

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR6年度事業費

http://www.kitagawamura.jp/yuzu/関連URL
①JA⻘果出荷率 （＋3.2）
②ゆず新規参⼊者（＋14⼈）
③後継者確保（＋16⼈）
④ゆず関連の観光体験プログラム造成（＋１件）

KPI
※カッコ内の数値は最終事業

年度までの「KPI増加分の累
計」の⽬標値

推進当初
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事業概要【Learning Anywhere〜質の⾼い教育や“学び”の機会を、全ての場所で、全ての⼈に〜】

令和２年度第１回募集初回採択回⾼知県⼟佐町、本⼭町申請者

229,670千円（52,150千円）期間中の総事業費
（カッコ内はR6年度事業費）R2-R6年度事業計画期間

地⽅への⼈の流れ分野事業分野地⽅創⽣推進タイプ・先駆型事業タイプ・類型

地域において⼦どもたちの多様なニーズに対応できる質の⾼い教育や学びの環境の確保、時代の変化にも対応で
きる教育や学びの獲得に向けた環境を整備し、「質の⾼い教育や“学び”の機会を、全ての場所で、全ての⼈に」提
供できる環境づくりを実現することで、”地域内外で活躍する⼈材の育成”や、”地⽅への⼈の流れ”を実現できる地
域を⽬指す。

⽬的（効果）

○⾼校魅⼒化の推進 負担⾦30,000千円
魅⼒化コーディネーターの配置及び課題解決型学習の推
進、地域外⽣受⼊に係る情報発信

○魅⼒化の取組を通じた地域の産業⼈材の育成
委託料 5,000千円

○教育のまちづくり事業 4,150千円
地域素材を活かす「学び」と「活かす」で⼈材の育成等

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR6年度事業費

⾃治体ホームページ
http://www.town.tosa.kochi.jp
https://www.town.motoyama.kochi.jp
/index.html

嶺北⾼校魅⼒化プロジェクト
https://reihokufc.wixsite.com/my-site

関連URL
①地域外から流⼊した者の数 （＋483⼈）
②嶺北⾼校への地元進学者数（＋11%）
③妥協せずに進路を選択することができた学⽣の割合（＋40％）
④嶺北地域での起業・創業数（＋20件）

KPI
※カッコ内の数値は最終事業

年度までの「KPI増加分の累
計」の⽬標値

推進当初
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事業概要【四国の真ん中で広域観光戦略創出事業】

令和３年度第１回募集初回採択回⾼知県本⼭町ほか３⾃治体※申請者

79,790千円（15,958千円）期間中の総事業費
（カッコ内はR6年度事業費）R3-R7年度事業計画期間

観光分野事業分野地⽅創⽣推進タイプ・横展開型事業タイプ・類型

①観光広域連携組織「⼀般社団法⼈⼟佐れいほく観光協議会」のDMO機能の充実
②広域観光情報発信の推進
③観光旅⾏商品の造成とブラッシュアップ、営業活動の推進
④観光⼈材育成事業

⽬的（効果）

○観光広域連携組織「⼀般社団法⼈⼟佐れいほく観光協議会」のDMO機能の
充実 9,119千円
法⼈を主体としたワンストップ窓⼝の確⽴を⽬指し体制強化を進めるとともに、事

業戦略の作成、地域内観光交流団体との連携、マーケティング調査など、基盤づく
りを推進する。
○広域観光情報発信の推進 3,287千円
広域観光ホームページの充実、SNSなどで、タイムリーで分かりやすい情報発信の

構築を推進する。観光パンフレット等による広域観光の情報発信とともにワンストッ
プ窓⼝としての周知を推進していく。
○観光旅⾏商品の造成とブラッシュアップ、営業活動の推進 2,845千円
広域での旅⾏商品造成（⼀般観光・教育旅⾏）を進めるとともに、観光旅⾏

商品の営業活動を開始し、旅⾏会社等の販売先の確保を⾏う。
○観光⼈材育成事業 707千円
観光による地域づくりの先進地事例等の視察による研修を実施することで、観光

による地域づくりの戦略を学ぶ。商品造成や販売の展開を広げるため旅⾏業務取
扱に関する研修など、広域組織の⼈材スキルアップを⾏う。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR6年度事業費

本⼭町のHPに掲載準備中
https://www.town.motoyama.koc
hi.jp/

関連URL

①域内（4町村）主要観光施設⼊込客数（＋195,500⼈）
②旅⾏商品造成数（＋55本）
③域内（4町村）主要宿泊施設宿泊者数（＋12,500⼈）
④⺠泊受⼊世帯数（＋17⼈）

KPI
※カッコ内の数値は最終事業

年度までの「KPI増加分の累
計」の⽬標値

推進当初

※⾼知県本⼭町、⼤豊町、⼟佐町、⼤川村の広域連携事業
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事業概要【「まるごと⼤川」ブランディングを核とした⼤川村地場産品販売単価向上プロジェクト】

令和３年度第１回募集初回採択回⾼知県⼤川村申請者

549,514千円（83,802千円）期間中の総事業費
（カッコ内はR6年度事業費）R3-R7年度事業計画期間

農林⽔産分野事業分野地⽅創⽣推進タイプ・横展開型事業タイプ・類型

新たな推進主体である⼤川村ブランディング推進協議会を⽴ち上げ、集落活動センター結いの⾥における住⺠参
加型プログラムを活⽤することで、村の地場産品に付加価値をつける⽬的がある。住⺠の意⾒を反映したロゴマーク
が⼤川村を認知するためのPRコンテンツとなり、ロゴの共通イメージで紐付けして情報発信することが販促効果をも
たらす。地場産品の売り上げや商品イメージにプラスの影響を与えることが予想され、各種特産品の販売⼒の弱点
であった⾼付加価値化の達成が⾒込まれ、直接的な収益アップにつなげて⾃⽴に向けた「稼ぐ⼒」を⾝につける

⽬的（効果）

○事業概要①（住⺠参加型むらづくり事業費）
（１）ブランディングに係る経費 19,647千円
（２）商品開発に係る経費 14,758千円
○事業概要②（村地場産品の販売単価向上事業費）
（１）村地場産品の営業に係る経費 15,654千円
（２）販路拡⼤に向けた現場リーダー育成に係る経費 13,368千円
（３）「⼤川⿊⽜」「⼟佐はちきん地鶏」の新規就業者の確保・育成に

係る経費 20,375千円

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR6年度事業費

http://www.vill.okawa.kochi.jp関連URL
①⼟佐はちきん地鶏の販売平均単価(円／kg)（＋841円）
②「⼤川⿊⽜」の販売平均単価(円／kg)（＋1,883円）
③集落活動センター結いの⾥の収益事業収⼊（＋5,228千円）
④株式会社むらびと本舗の新規就業者数（＋４⼈）

KPI
※カッコ内の数値は最終事業

年度までの「KPI増加分の累
計」の⽬標値

推進当初



事業概要【農⽔産物・⾷品及び⼟佐酒輸出拡⼤プロジェクト推進事業を通じた地域の活性化事業】

令和４年度第１回募集初回採択回⾼知県申請者

818,034千円（200,000千円）期間中の総事業費
（カッコ内はR6年度事業費）R4-R8年度事業計画期間

農林⽔産分野事業分野地⽅創⽣推進タイプ・横展開型事業タイプ・類型
・⽣産から流通・販売までの関係者が連携する「輸出拡⼤プロジェクト」を⽴ち上げる。
・輸出先国のニーズを捉え「マーケットイン型の地産強化」を図る。
・海外⽀援拠点や商社と連携した海外プロモーションを展開し、農⽔産物・⾷品、⼟佐酒の輸出拡⼤を図る。
・輸出拡⼤による効果（原材料⽣産や新規雇⽤等）を地域経済へと波及させ、中⼭間地域の活性化を図る。

⽬的（効果）

○⽔産物輸出促進事業 【17,811千円】
・⽔産物輸出促進協議会が⾏う展⽰会出展やHACCP対応等の⽀援（補助⾦）
・⽔産物の外商活動を実施（アドバイザー謝⾦、消耗品費）
○農産物輸出促進事業 【13,960千円】
・農産物の展⽰会出展、商談⽀援、現地量販店でのフェア実施、現地シェフによるメ
ニュー開発、商社・バイヤー招聘等（委託料）
・農産物の展⽰会・商談会への出展やテスト輸出等の取り組みを⽀援（補助⾦）
・農産物の販促活動を実施（アドバイザー謝⾦、輸送費、会場費、消耗品費）
○加⼯品（⼟佐酒含む）の海外への販路拡⼤事業 【163,015千円】
・⾼知県台湾オフィスを通じた現地での事業展開⽀援（委託料）
・貿易促進ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰや⾷品輸出ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰによる輸出⽀援（委託料）
・⾷品海外ビジネスサポーターによる現地営業活動の実施（委託料）
・展⽰会出展や商談会の開催、⾼知県フェアの実施（委託料）
・加⼯品の外商活動を実施（販促資料作成費、消耗品費、会場費、輸送費等）
・衛⽣管理向上、安定供給体制の強化に必要な施設整備を⽀援（補助⾦）
○⼟佐酒テロワールの深化と展開 【5,214千円】
・各メーカーの⾹味の特徴の解明（消耗品費）
・研究⽤機材等の購⼊（備品購⼊費）

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR6年度事業費

（交付⾦の具体的使途・実施体制）
https://www.pref.kochi.lg.jp/doc/sanshin/
（効果検証）
https://www.pref.kochi.lg.jp/doc/2019103
000372/

関連URL
①⾼知県の⾷料品の輸出額（＋27億円）
②輸出戦略を作成した⾷品加⼯事業者数（＋32社）
③輸出に取り組む⾷品事業者数（＋73社）

KPI
※カッコ内の数値は最終事業

年度までの「KPI増加分の累
計」の⽬標値

推進当初
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事業概要【⼩規模集落活性化事業】

令和４年度第１回募集初回採択回⾼知県申請者

344,784千円（88,864千円）期間中の総事業費
（カッコ内はR6年度事業費）R4-R8年度事業計画期間

まちづくり分野事業分野地⽅創⽣推進タイプ・横展開型事業タイプ・類型

デジタル技術の導⼊や⼈材育成、関係⼈⼝の拡⼤等による中⼭間地域が抱える課題解決の取り組みを⽀援す
ることで、⼈⼝減少の負の連鎖を⾷い⽌め、若者の定着・増加と集落活動の後継者の確保といった好循環が⽣み
出される。

⽬的（効果）

市町村や地域が取り組む地域づくり⼈材の育成や関係⼈⼝の構築、
デジタル技術の導⼊等による集落の活性化を⽀援する。
・⼩さな集落活性化⽀援事業 79,064千円
実施主体︓市町村
補助制限︓定額、1/2 
補助対象︓⼈材育成、コーディネーター導⼊経費、

集落活動費 等
・中⼭間地域等デジタル化⽀援事業 9,800千円
実施主体︓市町村
補助制限︓定額 上限7,500千円（1テーマ）
補助対象︓デジタル技術の導⼊に必要な経費

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR6年度事業費

https://www.pref.kochi.lg.jp/sosh
iki/080000/080601/関連URL①事業の取り組みにより構築された関係⼈⼝数（＋10,090⼈）

②デジタル技術の活⽤による草刈り活動の負担軽減（+100％）

KPI
※カッコ内の数値は最終事業

年度までの「KPI増加分の累
計」の⽬標値

推進当初
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事業概要【ＣＬＴ等⽊材利⽤普及推進事業】

令和４年度第２回募集初回採択回⾼知県申請者

118,708千円（63,861千円）期間中の総事業費
（カッコ内はR6年度事業費）R4-R6年度事業計画期間

農林⽔産分野事業分野地⽅創⽣推進タイプ・横展開型事業タイプ・類型

•全国的なＣＬＴの認知度向上を図り、ＣＬＴ等⽊造建築物の建築を促進し安定的な⽊材需要を創出する
•全国３位のＣＬＴ建築数を⽣かしＣＬＴ建築物の観光資源化を図る
•ＣＬＴラミナ等県産⽊材の利⽤拡⼤を図る
•上記による⽊材需要の拡⼤等により地域産業の活性化を図る

⽬的（効果）

〇ＣＬＴ応急仮設住宅の常設展⽰及び県内イベントへ移設展⽰
を⾏い、ＣＬＴの普及啓発を実施
・常設及び移設展⽰（委託料）11,200千円
〇⾮住宅建築物の⽊造化・⽊質化を図るため設計費、⽊材購⼊
費、プレカット費⽤の補助を実施
・設計、⽊造化・⽊質化補助（補助⾦）40,000千円
〇⼤阪・関⻄万博における建築物に使⽤する⽊材を供給製材業者
の輸送費の補助を実施
・輸送経費及び調整旅費補助（補助⾦）4,030千円
〇県産材の利⽤拡⼤を図るため⾸都圏及び関⻄圏など都市部にお
いて建築⼠等に対し県産材を活⽤した⾮住宅建築のＰＲ及び提案
を実施
・⾮住宅分野県産材販売拡⼤推進経費（委託料）8,631千円

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR6年度事業費

調整中関連URL
①⽊材・⽊製品製造品出荷額 （+24億円）
②ＣＬＴ建築竣⼯数（+22棟）
③応急仮設住宅のイベント展⽰回数（+8回）

KPI
※カッコ内の数値は最終事業

年度までの「KPI増加分の累
計」の⽬標値

推進当初



事業概要【⾼知県⽣産性向上・デジタル化⽀援事業】

令和４年度第１回募集初回採択回⾼知県申請者

747,393千円（172,983千円）期間中の総事業費
（カッコ内はR6年度事業費）R4-R8年度事業計画期間

ローカルイノベーション分野事業分野地⽅創⽣推進タイプ・横展開型事業タイプ・類型

•地産外商が進み、地域地域で若者が誇りと志を持って働ける⾼知県の実現を⽬指す
•⽣産性の⾼いものづくりと働きやすく活気のある商⼯業の実現を⽬指す
•本県製造業の労働⽣産性の向上を図る
•県内企業の収益⾯の改善を⾏い経営基盤を強化することで、良質な雇⽤環境の創出を図る

⽬的（効果）

〇デジタル化⽀援による⽣産性向上
・中⼩企業等デジタル化促進事業費補助⾦35,284千円
・⽣産性向上⽀援事業委託及び⽣産性向上推進アドバイザー（報
償費）3,999千円
〇財務分析⽀援による⽣産性向上
・（公財）⾼知県産業振興センターによる事業戦略に基づく伴⾛⽀
援（補助⾦）39,623千円
〇オンラインとリアルを活⽤したハイブリット型の外商⽀援事業
・（公財）⾼知県産業振興センターによる県外⾒本市や商談会に
よる外商活動⽀援（補助⾦・委託料）94,077千円

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR6年度事業費

（交付⾦の具体的使途・実施体制）
https://www.pref.kochi.lg.jp/doc/
sanshin/
（効果検証）
https://www.pref.kochi.lg.jp/doc/
2019103000372/

関連URL

①(公財)⾼知県産業振興センターの外商⽀援による成約額（＋
68億円）
②デジタル化伴⾛⽀援の企業数（＋200社）
③新型コロナウイルスの影響を受けた企業のうち営業損失計上企業
の割合（▲18.2%）

KPI
※カッコ内の数値は最終事業

年度までの「KPI増加分の累
計」の⽬標値

推進当初
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事業概要【⾼知家で暮らす⾃⼰実現型移住促進事業】

令和４年度第１回募集初回採択回⾼知県申請者

174,785千円（61,785千円）期間中の総事業費
（カッコ内はR6年度事業費）R4-R6年度事業計画期間

地⽅への⼈の流れ分野事業分野地⽅創⽣推進タイプ・横展開型事業タイプ・類型

「より多くの若者が戻ってくることができる、誇りを持って定住できる、魅⼒ある県」を将来像として掲げ、ウィズコロナ時
代の地⽅へのひとの流れを特に中⼭間地域に多く呼び込み、⾼齢者の暮らしを守り、若者が住み続けられる地域の
実現を⽬指す。

⽬的（効果）

①移住促進・⼈材確保事業︓22,850千円（うち、交付対象経費22,802千円）
・（⼀社）⾼知県ＵＩターンサポートセンターが⾏う移住促進及び⼈材確保の取組
に係る経費を⽀援。
・県内企業の⼈材ニーズの掘り起こしや「⾼知求⼈ネット」による求⼈情報の可視化に
より、県内企業と中核⼈材のマッチング⽀援を実施。
②企業誘致活動ＤＸ推進事業費︓15,840千円
・デジタルマーケティング戦略の効果を⾼めるため、WEB広告の充実を図り、継続的か
つ効果的な情報発信を⾏うことで本県の操業環境等の魅⼒を訴求する。また、マーケ
ティングオートメーションツールを活⽤したウェブセミナーの開催や企業の関⼼を⾼めるデ
ジタルコンテンツ等の配信及び閲覧履歴等のを⾏い、有望企業の掘り起こしと戦略的
な誘致活動を実施。
③空き家対策⽀援事業︓23,301千円（うち、交付対象経費21,100千円）
・空き家の放置による悪影響事例、空き家の活⽤事例、売る・貸す・壊す等それぞれ
のメリット・デメリットなどの情報をまとめて掲載した「⾼知県版空き家決断シート」を作成
し、所有者に早期の決断を促す。
・相続・登記に関する住⺠向け講座を開催する。
・電⼒データの活⽤により推定空き家の抽出を⾏い、所有者へのアプローチを強化する。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR6年度事業費

https://kochi-iju.jp/
https://kochi-
iju.jp/jinzai/pro/
https://akiya-kochi.jp/

関連
URL

①年間移住者数 （＋150組）
②中核⼈材のマッチング件数（＋60⼈）

KPI
※カッコ内の数値は最終事業

年度までの「KPI増加分の累
計」の⽬標値

推進当初

10



11

事業概要【「健康×観光」を軸とした地域観光資源の再発⾒、新たな関係⼈⼝創出事業】

令和４年度第１回募集初回採択回⾼知県⼟佐市申請者

136,292千円（43,552千円）期間中の総事業費
（カッコ内はR6年度事業費）R4-R6年度事業計画期間

観光分野事業分野地⽅創⽣推進タイプ・横展開型事業タイプ・類型

既存の観光資源に健康の概念を加えた新たなイベント等を通して、コロナ禍においても、本市の地⽅創⽣の実現を
⽬指す⽬的（効果）

〇観光協会運営費、情報発信・プロモーション、⼈材育成、シティロ
ゲイニングなどの健康×観光イベントの運営、⾃主財源確保のための
観光商品のブラッシュアップ・企画開発、ふるさと納税返礼品への登
録を視野に⼊れた⼟佐市のブランド⼒・地域性・地場産品を最⼤限
に活⽤した⼟産物・新たな商品の販路拡⼤・販売促 進及びふるさと
納税関連業務受託に向けた取組等に関する補助
・補助⾦ 18,561千円
・委託料 3,301千円

〇新居観光の地域づくり事業
・観光交流施設運営委託料及び周辺環境の保全経費

18,000千円
・⼟佐市の特産品などを⽤いた新商品の開発及び交流⼈⼝に繋
がるPR費 900千円

・仁淀川ふれあいマラソン運営経費 2,790千円

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR6年度事業費

https://www.city.tosa.lg.jp/life/d
etail.php?hdnKey=2690関連URL

①新居エリア年間訪問者数 （＋30,000件）
②観光協会が実施するオンラインストアの購⼊件数（＋70件）
③交流施設が発信するSNSとホームページの閲覧数（＋1,500
⼈）

KPI
※カッコ内の数値は最終事業

年度までの「KPI増加分の累
計」の⽬標値

推進当初



12

事業概要【みんなで⽀える地域コミュニティ創出計画】

令和４年度第１回募集初回採択回⾼知県⼟佐市申請者

14,401千円（5,320千円）期間中の総事業費
（カッコ内はR6年度事業費）R4-R6年度事業計画期間

地⽅への⼈の流れ分野事業分野地⽅創⽣推進タイプ・横展開型事業タイプ・類型

・地元関係者と⼀緒になって県外でPRする活動への参加や、ツナ⽸以外の地元の産品の良さを発⾒する機会を
設けるなど、学校関係者以外と⼀緒になって交流し、地元に触れる機会を醸成する
・今後持続可能なまちづくりを⽬指すため、移住者や外国⼈等新たな⼈材と、地域や地元企業・関係団体が⼀体
となり、関係性を構築する活動を⽀援し、⼈⼝・定住対策、関係⼈⼝の創出を図る

⽬的（効果）

〇関東圏でのPR事業
・関東圏旅費 546千円
･需⽤費 100千円
･委託費 30千円

〇新商品開発事業
・パッケージデザイン委託費 300千円
・商品化アドバイザー料 300千円

○⽣活⽀援員設置費⽤ 3,044千円
○地域との協働⽀援事業
・地域課題解決作業委託費1,000千円

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR6年度事業費

https://www.city.tosa.lg.jp/life/d
etail.php?hdnKey=2690関連URL

①県外からの移住者数（＋80⼈）
②新商品開発件数（＋2件）
③⽇本語サロンの参加者数（＋60⼈）
④外国⼈や移住者と⾃治会や地域との協働⽀援事業開催件数
（＋2件）

KPI
※カッコ内の数値は最終事業

年度までの「KPI増加分の累
計」の⽬標値

推進当初
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事業概要【モネの庭をメインコンテンツとする北川村観光振興加速化プロジェクト】

令和４年度第１回募集初回採択回⾼知県北川村申請者

315,508千円（99,500千円）期間中の総事業費
（カッコ内はR6年度事業費）R4-R6年度事業計画期間

観光分野事業分野地⽅創⽣推進タイプ・横展開型事業タイプ・類型

・モネの庭をメインコンテンツとし、観光振興を加速化する
・観光協会やその他の団体と連携し、情報発信や観光プログラムを造成することで観光振興を図る
・中岡慎太郎館など村内の主要な施設への周遊を図る

⽬的（効果）

〇旅⾏会社等へのセールスやメディアでのイベントの発信など北川村
の観光振興を実施する（補助⾦）24,756千円

〇村内外の組織と連携し、体験プログラムの磨き上げや滞在型観光
ルートの造成などを図る（負担⾦）4,469千円

〇モネの庭において、庭園を適切に管理しながら夜間開園等のプロ
モーションを実施し、観光振興を図る（委託料）40,526千円

〇北川村出⾝の偉⼈、中岡慎太郎を顕彰した資料館(中岡慎太
郎館)を適切に管理運営するとともに催事企画等を⾏い、モネの庭と
合わせて村内の観光振興を図る（委託料）20,329千円

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR6年度事業費

https://kitagawakanko.jp/tourism
/index.html関連URL

①モネの庭来園者数（＋30,000⼈）
②主要観光3施設観光⼊込客数（＋41,000⼈）
③⾼知県東部観光客⼊込数（＋231,070⼈）

KPI
※カッコ内の数値は最終事業

年度までの「KPI増加分の累
計」の⽬標値

推進当初
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事業概要【”未来”に向けた産業と技術⾰新の基盤形成事業〜テレワーク拠点を核とした関係⼈⼝の創出・拡⼤〜】

令和４年度第１回募集初回採択回⾼知県⼟佐町申請者

173,400千円（40,850千円）期間中の総事業費
（カッコ内はR6年度事業費）R4-R8年度事業計画期間

地⽅への⼈の流れ分野事業分野地⽅創⽣推進タイプ・横展開型事業タイプ・類型

本事業は、地域の産業構造の偏りを是正するため、地域における起業や新事業の創出を拡⼤していく上で、地域
内外が交わる拠点を設けるものである。都市圏住⺠や企業との連携を通じて⼟佐町に新たな産業や技術⾰新の
基盤を形成することを⽬指すと同時に、それらを単なる関係⼈⼝形成に留めず、そうした産業創出の担い⼿や、そ
こで雇⽤される⼈材の移住促進（Uターンを含む）にも繋げ、⼟佐町の創⽣を実現する

⽬的（効果）

○⼟佐町テレワーク拠点設置事業 委託料12,500千円
古⺠家「⼤屋敷」を活⽤して、⼟佐町中⼼部にサテライトオフィスを設
置する。また、利⽤拡⼤に向けて、⼤企業社員等を対象にしたビジネ
ストレーニングや集客及び情報発信に取り組む。
○第１次産業との連携 委託料7,500千円
第１次産業現場で⼀定期間インターンシップや体験等に取り組む機
会を設けることにより、関係⼈⼝と第⼀次産業との接点をつくる。
○移住相談機能の強化 委託料12,350千円
移住やUターン希望者への対応、関係⼈⼝への地域との関わりのコー
ディネート、空き家等のマッチング等、移住希望者や関係⼈⼝を対象
にした相談⽀援を⾏う。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR6年度事業費

⼟佐町役場
http://www.town.tosa.kochi.jp

⼟佐町⼤屋敷
https://ohyashiki.jp

関連URL
①サテライトオフィス等施設の利⽤者数（＋18,760⼈）
②都市圏企業等と連携した新たな事業の創出件数（＋19件）
③新たな雇⽤者数 （＋80⼈）
④若者世代（40代以下）の年間移住者数（＋200⼈）

KPI
※カッコ内の数値は最終事業

年度までの「KPI増加分の累
計」の⽬標値

推進当初
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事業概要【アニメーションを軸とする関係⼈⼝創造事業】
令和４年度第１回募集初回採択回⾼知県⼤⽉町申請者

40,187千円（17,065千円）期間中の総事業費
（カッコ内はR6年度事業費）R4-R6年度事業計画期間

地⽅への⼈の流れ分野事業分野地⽅創⽣推進タイプ・横展開型事業タイプ・類型
・事業者の誘致や新たなビジネスの創出により、⼈⼝の社会減ゼロを⽬指す
・学術機関と連携した地域創⽣により、若者の定住率の向上を⽬指す⽬的（効果）

〇事業運営計画策定・推進
連携コーディネーター委託費 3,420千円
運営体制⽀援事業委託料 2,640千円
運営委員会報酬 56千円
借上料 480千円
消耗品費 500千円

○事業の周知
施設ホームページ管理委託料 396千円
パンフレット等印刷製本費 500千円
集客イベント開催委託費 4,000千円
職員旅費 400千円

○国際交流（デンマーク）の関係創出
連携コーディネーター委託料 773千円
旅費 3,000千円

○モニターツアー等による運営ブラッシュアップ
受⼊団体補助⾦ 900千円

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR6年度事業費

https://www.town.otsuki.kochi.jp/
（準備中）

関連
URL

①移住者数・・・（＋25件）
②拠点利⽤者数・・・（＋1,750名）
③利⽤企業数・・・（＋25社）
④企業誘致数・・・（＋2社）

KPI
※カッコ内の数値は最終事業

年度までの「KPI増加分の累
計」の⽬標値

推進当初



16

事業概要【⾼知県ヘルスケアイノベーションプロジェクト】

令和５年度第１回募集初回採択回⾼知県申請者

146,893千円（36,631千円）期間中の総事業費
（カッコ内はR6年度事業費）R5-R9年度事業計画期間

地⽅への⼈の流れ分野事業分野地⽅創⽣推進タイプ・横展開型事業タイプ・類型

・⾼知県にヘルステック産業を創出し、地域産業の活性化を図る
・県外企業の誘致を促し雇⽤を⽣み出すことで、若者の県内定着や県外からの転⼊促進を図る
・県内企業のヘルステック分野への参⼊を促し、企業の成⻑⼒の底上げを図る
・デジタル技術を活⽤して、地域や職域の抱える課題の解決を図る

⽬的（効果）

〇⾼知県ヘルスケアイノベーションプロジェクトの推進体制の運営
・本プロジェクトの推進体制となる、協議会・相談窓⼝の運営経費等（事務費
2,492千円）
〇県外企業と県内機関の交流・マッチングの場づくり
・県外企業と県内機関との交流イベントの企画・運営等（委託料8,701千円）
〇県内市町村と企業や⾼等教育機関が連携して実施する、デジタル技術等を活
⽤したヘルステック関連の新製品や新サービスの事業化のための実証実験を⽀援
・実証実験に係る経費の⼀部を補助（補助⾦20,000千円）
〇専⾨家による⾼知県ヘルスケアイノベーションプロジェクト⽀援案件に対する研究
開発段階から事業化までの伴⾛⽀援
・企業へのヒアリングの実施、事業内容のブラッシュアップ、事業化までのサポート
（委託料5,438千円）

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR6年度事業費

（プロジェクトトップページ）
https://www.pref.kochi.lg.jp/doc/20
24040500106/
（補助⾦募集）
https://www.pref.kochi.lg.jp/doc/20
24022000419/

関連URL
①企業からの相談窓⼝への相談件数（＋75件）
②本プロジェクトに参画した県内企業及び市町村数（＋50件）
③⾼知県内への本プロジェクト⽀援県外企業の⽀社等拠点設⽴件数
（＋40件）
④本プロジェクト⽀援県外企業における県内雇⽤⼈数（＋27⼈）

KPI
※カッコ内の数値は最終事業

年度までの「KPI増加分の累
計」の⽬標値

推進当初

企業

相談

伴⾛⽀援

交流・マッチングの場づくり

⼈材育成・供給

財政⽀援

・協議会(産学官⾦で構成)
・コーディネータ
・県事務局

プロジェクト推進体制

相談窓
⼝
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事業概要【地⽅におけるデジタル⼈材の雇⽤創出事業】

令和５年度第１回募集初回採択回⾼知県申請者

96,200千円（31,453千円）期間中の総事業費
（カッコ内はR6年度事業費）R5-R7年度事業計画期間

ローカルイノベーション分野事業分野地⽅創⽣推進タイプ・横展開型事業タイプ・類型

・若者が地域に定着できるような雇⽤の創出のため、IT・コンテンツ関連企業の誘致を促進する
・誘致企業と連携した取り組みを進めるため、県内企業のデジタル化を促進するとともに、企業内でのデジタル⼈材
の育成強化を図る

⽬的（効果）

○IT・コンテンツ企業等誘致促進のための情報発信や市町村と県外
企業とのマッチング機会の創出、企業の⼈材確保促進
・企業誘致サイトの運⽤（委託料）2,915千円
・市町村と県外企業とのマッチングイベントの実施等（委託料）
15,851千円
・企業誘致のための外部⼈材活⽤（報償費）804千円
・求職者と企業が気軽かつ容易に⾯談や就活イベントへの参加が
できるプラットフォームの構築・運営（委託料）4,136千円

○⼩規模事業者のデジタル化を促進するための、商⼯会の経営指
導員等のデジタル技術を活⽤した経営⽀援⼒を向上
・経営⽀援⼒向上を図る事業への⽀援（補助⾦）7,747千円

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR6年度事業費

https://www.pref.kochi.lg.jp/sosh
iki/150000/152001/

https://www.pref.kochi.lg.jp/sosh
iki/150000//150201/

関連URL
①新規雇⽤創出数（＋217⼈）
②企業⽴地件数（＋16件）
③商⼯会連合会を通じた⼩規模事業者のデジタル化⽀援数
（＋135件）

KPI
※カッコ内の数値は最終事業

年度までの「KPI増加分の累
計」の⽬標値

推進当初
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事業概要【須崎の魅⼒広域展開推進事業】

令和５年度第１回募集初回採択回⾼知県須崎市申請者

221,223千円（50,023千円）期間中の総事業費
（カッコ内はR6年度事業費）R5-R7年度事業計画期間

まちづくり分野事業分野地⽅創⽣推進タイプ・横展開型事業タイプ・類型

・中⼼市街地から各地域へといった⾯的な流れを⽣む
・「海のまち」を起点に様々な観光振興策を実施し、須崎市全域、⾼幡地域全体へと波及効果を⽣み出す
・既存の地域資源及び施設については、新たな価値を⽣み出すことによりブランド化を推進する
・農産物や⿂など⾷をはじめとした他の資源と融合させるなど、さらなる魅⼒度向上を図る

⽬的（効果）

○須崎の魅⼒発信事業（ドローンをはじめとしたデジタル
技術を活⽤し、須崎の魅⼒を発信）
・ドローン委託料（1,000千円）

○「海のまち」活性化推進事業
・⽂化的活動推進委託料 （14,316千円）
・「海のまち」推進事業補助⾦（20,130千円）

○⼈と⼈が⾏き交う活⼒あるまちづくり事業
・広域的観光振興経費及び須崎市観光協会、奥四万

⼗観光協議会連携事業補助⾦等（14,577千円）

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR6年度事業費

https://www.city.susaki.lg.jp関連URL

①多様な観光資源を活かした交流⼈⼝の拡⼤（＋735⼈）
②中⼼市街地以外の各地域でのイベント・催し参加者数

（＋1,500⼈）
③須崎市街地主要施設来場者数（＋5,000⼈）
④観光⼊込者数（＋133,804⼈）

KPI
※カッコ内の数値は最終事業

年度までの「KPI増加分の累
計」の⽬標値

推進当初
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事業概要【南四国アイランド活性化事業】

令和５年度第１回募集初回採択回⾼知県東洋町、徳島県海陽町申請者

39,600千円（15,000千円）期間中の総事業費
（カッコ内はR6年度事業費）R5-R7年度事業計画期間

まちづくり分野事業分野地⽅創⽣推進タイプ・横展開型事業タイプ・類型

⽣活圏を同じくする⾼知県東洋町と徳島県海陽町との広域連携を図り、「まち・ひと・しごと総合戦略」の計画・
事業を推し進め、地域特性と地域課題を同じくする分野の広域的発展に資する施策への拡⼤を⽬指す。両町の
観光業が発展することにより、農業や漁業など地域の雇⽤が⽣まれ、両町の地域住⺠全てが⽣涯にわたって活躍
できる地域社会づくりや、関係団体の活動促進による地域コミュニティの強化を⽬指す。

⽬的（効果）

【１．DMVを主軸とした観光推進に係る事業の実施】
・世界初DMV情報発信PR活動経費︓1,000千円
主に関⻄圏での認知度を⾼めていくPR活動。

・案内看板の作成経費 ︓ 4,000千円（１カ所）
DMV停留所に広域観光案内看板の設置。

【２．新たな観光資源の発掘調査の実施】
・珊瑚礁地形調査経費︓1,500千円
・調査データ及び標本等の整備と展⽰の係る経費︓2,000千円
・備品購⼊ 6,500千円（海洋⾃然博物館マリンジャムへ設置）
新しい観光資源の発掘に向けて珊瑚の化⽯と海洋調査を⾏い、
Web図鑑化・映像化に向けての検討を⾏う。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR6年度事業費

調整中関連URL
①阿佐海岸鉄道ＤＭＶ乗⾞数 (＋5,300⼈)
②海の駅東洋町来客数（＋36,000⼈）
③道の駅宍喰来客数（＋105,000⼈）
④海洋⾃然博物館マリンジャム⼊込客数（＋12,500⼈）

KPI
※カッコ内の数値は最終事業

年度までの「KPI増加分の累
計」の⽬標値

推進当初
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事業概要【「いの町」ならではの地域資源や地域課題を活⽤した新たなローカルビジネス及び関係⼈⼝の創出】

令和５年度第１回募集初回採択回⾼知県いの町申請者

42,879千円（8,500千円）期間中の総事業費
（カッコ内はR6年度事業費）R5-R7年度事業計画期間

ローカルイノベーション分野事業分野地⽅創⽣推進タイプ・横展開型事業タイプ・類型

・「新たな雇⽤創出」「新商品・サービスの供給」「新陳代謝の促進」の効果が期待される創業に対する⽀援に取り組む。
・創業の受け⽫として、休校舎等の遊休施設を利活⽤し、再びにぎわいを創出する。
・将来的には地域に根付いた⼈・仕事・魅⼒が、新たな⼈・仕事・魅⼒を呼び込むネットワークづくりと当該事業を応援する関係⼈⼝
を創出する。

⽬的（効果）

戦略をもって、創業希望者に対するプロモーション・事業化⽀援を実
施
〔経費〕
⺠間企業と連携した個⼈・法⼈向けプロモーション活動及び、当町

での事業創出に向けた個⼈・法⼈の公募、事業化⽀援事業（委託
料） 8,500千円

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR6年度事業費

【プロポーザル公告】
https://www.town.ino.kochi.jp/chosei/k
ohokocho/propo/10868/

【プロポーザル審査結果】
https://www.town.ino.kochi.jp/chosei/k
ohokocho/propo/11104/

関連URL
①地域課題の解決に資する新たなローカルビジネスの創出数（＋２件）
②いの町独⾃の地域資源を活⽤したプログラム参加者数（＋180⼈）
③いの町の地域課題解決に共に取り組んでくれる関係⼈⼝の数（＋300⼈）
④いの町の地域課題解決に共に取り組んでくれる企業の連携数（＋8件）

KPI
※カッコ内の数値は最終事業

年度までの「KPI増加分の累
計」の⽬標値

推進当初
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事業概要【「極上の⽥舎（スーパー・ローカル）」をコンセプトにした観光振興と⾷の外商拡⼤の推進】

令和６年度第１回募集初回採択回⾼知県申請者

600,000千円（200,000千円）期間中の総事業費
（カッコ内はR6年度事業費）R6-R8年度事業計画期間

観光分野事業分野地⽅創⽣推進タイプ・横展開型事業タイプ・類型

・⾼知ならではの魅⼒をじっくりと、深く、たっぷりと味わっていただく、⻑期滞在型の観光への転換を図る
・中⼭間地域の観光素材も意識しながら観光商品を磨き上げ、地域における持続可能な観光振興を図る
・アンテナショップを拠点に観光や⾷の魅⼒を全国に向けて発信し、観光誘客及び外商拡⼤を図る

⽬的（効果）

〇インバウンドの誘客も視野に、「極上の⽥舎、⾼知。」をコンセプトに、
本県が磨き上げてきた⾃然、⾷、歴史・⽂化を集⼤成として発信する
⾼知ならではの観光キャンペーンを展開
・広報事業（補助⾦）112,958千円
（メディアを活⽤した広報、特設WEBサイトやSNSを活⽤した

情報発信、アンテナショップ等と連携したPR、交通広告等に
よる交通拠点等での広報PR）

〇「スーパー・ローカル・ショップ 〜極上の⽥舎〜」をコンセプトにしたア
ンテナショップを開設し、本県の⾷や観光などの魅⼒を発信
・商談会の実施、商品の磨き上げ⽀援等（補助⾦）4,287千円
・情報発信事業（補助⾦）20,736千円
・催事の実施やポータルサイトの活⽤（委託料）12,960千円
・PR動画制作（委託料）14,744千円

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR6年度事業費

（交付⾦の具体的使途・実施体制）
https://doppuri.kochi-tabi.jp/
https://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/020101/2024010500174.html
https://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/120901/2023042500046.html
（効果検証）
https://www.pref.kochi.lg.jp/doc/2019103000372/
https://www.pref.kochi.lg.jp/doc/2019101000282/
https://www.pref.kochi.lg.jp/doc/sougousenryaku_iinkai/

関連URL
①地域における観光消費額（＋331億円）
②県外観光客⼈泊数（＋129万⼈泊）
③アンテナショップの売上額（＋1.52億円）

KPI
※カッコ内の数値は最終事業

年度までの「KPI増加分の累
計」の⽬標値

推進当初



22

事業概要【「環境に配慮した森林由来の⽊材」という新たな価値の構築（⼟佐材認証制度）】

令和６年度第１回募集初回採択回⾼知県申請者

182,342千円（42,342千円）期間中の総事業費
（カッコ内はR6年度事業費）R6-R8年度事業計画期間

農林⽔産分野事業分野地⽅創⽣推進タイプ・横展開型事業タイプ・類型

・再造林の実施など環境に配慮した森林由来の⽊材という新たな価値を加えた⾼知県独⾃の⽊材認証制度を創設し、持続性等の
確保された⽊材供給とそれを求めるマーケットをつなぐ仕組みの構築を図る
・県産認証⽊材の供給により、他産地との差別化を図り、⼭元への利益還元を⽬指す
・⼤径材を含む⽊材の利⽤を促進し、計画的な伐採・再造林を確実に⾏うことで、持続可能な⽊材産地の形成を図る

⽬的（効果）

○補助事業で得られる情報や仕組みを活かし、認証⽊材の課題整理、認証
⽊材のニーズの喚起、⽊材流通の把握等を⾏い、認証の仕組みや情報管理
システムの基本構想を検討
・⼟佐材認証調査経費（委託料）6,034千円
○認証⽊材の普及促進を図るため、県外で⾼知県産材を利⽤する⼯務店等
に対して、⾼知県産材のPRに要する経費を補助。また、認証⽊材の流通体
制の確保と効率化を図るため、県外において⾼知県産材の流通拠点となる事
業者に対して、荷さばき等に要する経費を補助
・PRに要する経費等（補助⾦）31,308千円
○認証⽊材の持続的な⽣産に向けて、⼤径材利⽤のための県内事業者によ
る将来的な施設整備や製品の⽅向性を⽰す⼤径材利⽤戦略を策定
・⼤径材利⽤戦略の策定経費（委託料）5,000千円

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR6年度事業費

調整中関連URL
①地域における農林⽔産出荷額（⽊材・⽊製品製造品出荷額）
（＋64.5億円）
②JAS製材品格付量（＋11,000m3）
③システムの利⽤登録をした事業体数（＋100社）

KPI
※カッコ内の数値は最終事業

年度までの「KPI増加分の累
計」の⽬標値

推進当初
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事業概要【「⽔と森は、ひとつに」環境と経済の持続可能な発展を両⽴する広域中間⽀援組織を軸とした
”地域循環共⽣圏”の実現】

令和６年度第１回募集初回採択回⾼知県⼟佐町ほか４⾃治体※申請者

708,227千円（99,059千円）期間中の総事業費
（カッコ内はR6年度事業費）R6-R10年度事業計画期間

まちづくり分野事業分野地⽅創⽣推進タイプ・先駆型事業タイプ・類型

⾼知県嶺北地域と⾹川県⾼松市は、相互に連携を進めることにより、地⽅創⽣として下記の将来像を⽬指す。
（１）環境的な強みを持つ中⼭間地域と、経済的な強みをもつ都市地域が、相互に補完し合う“地域循環共⽣圏”の実現
（２）森林の多⾯的価値の最⼤限発揮に向けた、持続可能な森林関連産業の構築
（３）持続可能なかたちで環境的サービスが提供される仕組みが構築され、都市地域への⽔の安定供給やゼロカーボンが実現

⽬的（効果）

○⼀般財団法⼈もりとみず基⾦による中間⽀援機能の発揮
⽔源域と利⽔域を結びつけ、それらの連携シナジーを通じ地域の持続可能な
発展を実現する仕組みとして⼀般財団法⼈を運営 10,000千円
○林業⼈材の育成
広域的に林業⼈材の育成に向けた研修等を実施 12,600千円
○森林関連産業の創出
地域産業連関と成果連動⽀払を組合せることで、地域産業振興と環境便益
向上を同時実現する森林関連産業の起業等を推進 13,900千円
○環境的サステナビリティの達成に向けた市⺠の⾏動変容に繋がる取組の
実施
⽔源学習や森林環境教育の実施 1,559千円

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR6年度事業費

※財団法⼈のホームページを準備中関連URL

①地域の⼈⼝数（林業及び森林関連産業の就業を通じた⼈⼝の社
会増）（＋100⼈）
②林業総収⼊（＋111,025万円）
③再造林率（＋32％）
④⼀般財団法⼈もりとみず基⾦の寄附受領額（＋43,000千円）

KPI
※カッコ内の数値は最終事業

年度までの「KPI増加分の累
計」の⽬標値

推進当初

※⾼知県⼟佐市、本⼭町、⼤豊町、⼤川村、⾹川県⾼松市の広域連携事業
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事業概要【中⼟佐町デジタルワーク推進事業】

令和６年度第１回募集初回採択回⾼知県中⼟佐町申請者

40,000千円（11,000千円）期間中の総事業費
（カッコ内はR6年度事業費）R6-R8年度事業計画期間

ローカルイノベーション分野事業分野地⽅創⽣推進タイプ・横展開型事業タイプ・類型

持続可能な中⼟佐町として存続していくためには、特に⼥性や若者が定住し、能⼒を最⼤限に発揮できる働く場
の整備が急務である。
若者に都市部でしかできないと認識されがちなデジタルワークが当町でも可能であり、多様な働き⽅のできる町とし

て再認識されることで、若者や⼥性の地域への定住やＵターンの促進を図る。
⽬的（効果）

国をあげて推進されているデジタル⼈材の育成・確保を⾏
うことにより、地域内に新たな働く場を創出し、⼥性や若者
の定着を図る。
具体的には、知識とノウハウを有する⺠間事業者と町が

中⼼となり、デジタルワーク⼈材および⼈材育成インストラク
ターを養成する事業を実施する。

デジタルワーク⼈材育成（委託料）11,000千円

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR6年度事業費

https://www.town.nakatosa.lg.jp/関連URL

①地域における新規雇⽤者数［デジタルワークファクトリーが業務を供給す
るデジタルワーク⼈材数］（＋10⼈）

②デジタルワーク⼈材育成講座受講者数（＋11⼈）
③インストラクター養成講座受講終了者数（＋5⼈）
④デジタルワークファクトリー開設数（＋1件）

KPI
※カッコ内の数値は最終事業

年度までの「KPI増加分の累
計」の⽬標値

都市部企業 地域事業者団体・自治体

デジタルワークファクトリー中土佐

発注 納品

安定的な仕事の供給

育成された
デジタルワーク人材

推進当初
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事業概要【デジタル活⽤型トマト村振興事業〜新しい農業の仕組み化〜】

令和６年度第１回募集初回採択回⾼知県⽇⾼村申請者

141,564千円（44,537千円）期間中の総事業費
（カッコ内はR6年度事業費）R6-R8年度事業計画期間

ローカルイノベーション分野事業分野地⽅創⽣推進タイプ・横展開型事業タイプ・類型

・⽇⾼村特産のシュガートマトの出荷量予測やブランディング戦略による安定した農業経営化
・画像解析技術等の先進技術を活⽤したスマート農業化による新規就労者の増加
・地域の担い⼿減少に対して、在留外国⼈の⽇本語⽀援による農業従事者等の外部⼈材確保
・デジタル教育を通じた地域に眠る⼈材育成によるデジタル活⽤型の農業就労候補の拡⼤

⽬的（効果）

〇AI画像解析によるスマート農業化の推進
・実証準備事業（委託料）14,027千円
・学術機関と連携とした解析⽤データ収集（委託料）
2,200千円
〇出荷量予測のためのデータ収集やシステム構築の環境準
備等の実施
・出荷量予測環境開発事業（委託料）17,483千円
〇⾼知⼤学や⺠間企業の強みを活かしたブランディング、外
国⼈⽇本語⽀援、デジタル⼈材育成の展開
・協定プロジェクト（委託料）9,864千円
〇地域再⽣法に基づく地域再⽣協議会による事業評価
・運営⽀援等（委託料）963千円

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR6年度事業費

https://www.vill.hidaka.kochi.jp
/kurashi/child_category_page.c
gi?DEPTH=3&CATEGORY_ID=6
&CATEGORY_ID2=18&CATEGOR
Y_ID3=2

関連URL
①地域における農林⽔産就労者数（＋15⼈）
②シュガートマト1kgあたり平均出荷額（＋40円）
③出荷量予測精度の向上（＋80％）

KPI
※カッコ内の数値は最終事業年

度までの「KPI増加分の累計」
の⽬標値

推進当初

AI画像解析知見を
有する学術機関

JA・農家・農業企業

デジタル関連企業

日高村

高知大学

協定企業

ス
マ
ー
ト
農
業
化
事
業

出
荷
量
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ラ
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デ
ィ
ン
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デ
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人
材
育
成

外
国
人
日
本
語

支
援

・潜在的人材の発掘
・外部人材の活用

・出荷額向上

・新規就労者の
障壁軽減

新
し
い
農
業
の
仕
組
み
化

担い手確保
安定した経営

トマト村振興



地⽅創⽣推進タイプ
（補正予算分）
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事業概要【万博を契機とした⾼知県産業振興計画の推進】

令和６年度第１回募集採択回⾼知県申請者

133,973千円交付対象事業費R6年度事業計画期間

観光分野事業分野地⽅創⽣推進タイプ・補正予算分事業タイプ
・各分野において、万博で紹介される技術等を参考にデジタル化を推進し、⾼付加価値化や省⼒化による⽣産性
の向上等を後押し
・中学⽣・⾼校⽣に対して、万博で紹介される技術等を肌で感じてもらい、本県で活躍できる⼈材を育成
・万博を契機として関⻄圏を訪れる外国⼈観光客を中⼼としたインバウンド誘客を促進

⽬的（効果）

〇デジタル化を推進し、⾼付加価値化や省⼒化による⽣産性の向上等を後押し
・必要な機器の実証や導⼊等にかかる費⽤を⽀援（補助⾦）
①スマート農業の推進（補助⾦）︓28,700千円
②スマート林業の実証（補助⾦）︓9,000千円

〇農業分野における環境制御技術とデータ駆動型農業の普及等の推進
・データ駆動型農業普及推進会議等の開催費⽤︓10,010千円
〇中学⽣・⾼校⽣等に対して企業技術等の学びを通じたキャリア教育を実施
・「みらいスイッチオンライン」制作（委託料）︓9,792千円
・ものづくり総合技術展等の⾒学経費︓7,950千円
〇関⻄圏を訪れる外国⼈観光客を中⼼としたインバウンド誘客の促進
・関⻄訪問検討層へのプロモーション等の実施（委託料）︓11,000千円
・重点国・地域において、本県ならではの⾃然や⽂化といったインバウンド需要の⾼
いコンテンツを現地広告媒体で情報を発信（委託料）︓27,375千円
・外国⼈観光客にストレスフリーな観光を提供するため、市町村等が実施する受⼊
環境整備に係る経費を⽀援（補助⾦）︓10,739千円

事業概要・
主な経費

（交付⾦の具体的使途・実施体制）
https://www.pref.kochi.lg.jp/sosh
iki/120801/sanshin.html
（効果検証）
https://www.pref.kochi.lg.jp/sosh
iki/120801/2019103000372.html

関
連
U
R
L

①地域における観光総消費額 （＋336億円）
②外国⼈延べ宿泊者（＋14.5万⼈泊）
③農業産出額等（＋116億円）
④「みらいスイッチ」の活⽤率（＋100％）

KPI

推進補正

デジタル化でもっと楽しく︕もっと楽に︕
もっと儲かる︕農業へ

農業
分野

⽣産者のレベルに
応じて指導します

改善のポイントが
よくわかる︕

データ駆動型による営農指導（普及指導員・JA営農指導員）

IoPクラウドにデータ収集

データ分析

ローカルイノ
ベーション観光振興⼈材育成

○○○



地⽅創⽣拠点整備タイプ
（補正予算分）
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事業概要【「仁淀ブルー」と⼟佐和紙に触れる道の駅「⼟佐和紙⼯芸村くらうど」観光拠点整備事業】 拠点補正

令和６年度第１回募集採択回⾼知県いの町申請者

139,355千円交付対象事業費R6年度事業計画期間

観光分野事業分野地⽅創⽣拠点整備タイプ（補正予算分）事業タイプ

仁淀川流域の観光拠点施設である「⼟佐和紙⼯芸村くらうど」の機能強化・魅⼒向上のための整備を⾏い、⼟佐
和紙の歴史や⽂化に触れ、仁淀川の良さを感じる空間を作ることで滞在時間を延ばし、利⽤者と消費額の増加
を図る。地元産品の販売の機会を増やし、地域の農業振興に寄与するとともに、町外から訪れた⽅と町内の事業
者・⽣産者等とが交わることで、様々な世代が集うにぎわいある地域づくりを⽬指す。

⽬的（効果）

仁淀川流域及び⽯鎚⼭系へ訪れる観光客（インバウンド客含む）
が必ず⽴ち寄る観光拠点施設として、機能と魅⼒を向上させ、消費
額の増加を図る。
ワーケーション等にも活⽤できる施設として整備し、ワーケーションで訪
れた企業と地域住⺠による地域課題に対する意⾒交換を促進する。
① 客室のリニューアル ② 浴室棟２Fホール（休憩スペース）内
装改修 ③ ボイラー設備改修、浴室内装改修 ④ バンケットルー
ム、レストラン離れ改修 ⑤ 屋外サインの⾒直し
建築物本体⼯事 67,705千円
電気設備⼯事 21,016千円
機械設備⼯事 46,651千円
監理委託 3,983千円
うち、ワーケーション対応⼯事 28,279千円

整備内容・
利活⽤⽅策

https://www.town.ino.kochi.jp関連URL
①地域における観光消費額（＋152,020千円）
②町内インバウンド客宿泊者数（＋632⼈）
③町内体験型プログラム数（＋25件）
④ワーケーション利⽤件数（＋108件）

KPI
※カッコ内の数値は供⽤開始

年度から５か年分の「KPI増
加分の累計」の⽬標値
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事業概要【⼤⽅⾼校魅⼒化の取組を核とした交流施設整備事業】

30

拠点補正

令和６年度第１回募集採択回⾼知県⿊潮町申請者

398,849千円交付対象事業費R6年度事業計画期間

地⽅への⼈の流れ分野事業分野地⽅創⽣拠点整備タイプ（補正予算分）事業タイプ
⼈材育成と地域の活性化を⽬指し、町内外から選ばれる魅⼒ある⼤⽅⾼校を⽬指す⽬的から、地域外の転⼊
者などが利⽤を可能とする施設を整備して地域を担う多様な⼈材を確保する。本施設が交流施設となることで、
⾼校⽣の活動に対する地域住⺠の⽀援や貢献の輪が広がりを⾒せるとともに、交流により⽣徒にとってもやりがいや
将来を考えるきっかけにつながるなど⼈材育成にも寄与し、同校の魅⼒化を軸に地域の活性化にもつなげていく。

⽬的（効果）

新たな交流拠点として活⽤し、地域外からの移住者等が滞在し共有
空間において多様な年代の⽅々とコミュニケーションを図ることができる
施設を整備する。また、学⽣向けには、公設塾を本施設で実施する
ことで、町内⾼校⽣との交流の機会が創出されるとともに、町内企業
などとの学習会を設けることで学校以外での社会勉強やコミュニケー
ション能⼒の向上が図られ、多様な⼈との交流によりやりがいや将来
を考えるきっかけにつながり、地域に残る、または帰ってくる⼈材の創出
といった地域の教育⼒向上及び地域活性化に繋がる施設を整備す
る。インターネット環境を整備することで、SNSを活⽤したイベントの発
信等による学校のPR活動や、公設塾でのオンライン授業を実施する。
・延床⾯積︓998㎡ ・構造形式︓RC造、３階建
・多⽬的室︓2部屋 ・部屋数︓18部屋（36⼈）

建築物本体⼯事 387,849千円
進⼊路外構⼯事 11,000千円

整備内容・
利活⽤⽅策

https://www.town.kuroshio.lg.jp/関連URL
①地域へのＵＩＪターン数（＋5組）
②⼤⽅⾼校へ新たに進学する⽣徒数（＋9⼈）
③地域外から⼊学者数（＋21⼈）
④⾼校卒業後の定着率（＋4.1％）

KPI
※カッコ内の数値は供⽤開始

年度から５か年分の「KPI増
加分の累計」の⽬標値


